
外来語の音節構造とアクセント

坂本清恵

1. はじめに

外来語アクセントについて、「平板化（無核化）」という現象が言われ、

その亜因についていくつかの説明がなされている。

(])なじみ度（単語親密度）によるもの

(2) 「専門家アクセント」「業界アクセント」、若者による発音

(3) 単語音節構造によるもの

(1) と（ 2) は上野 (2002) のいう「話者との関係を表す意味」を

アクセントによって表示しようという点で共迪点を持つ。（ 1) は古く

入った外来語などの場合で、外来語意識を消失し、和語の多数形アクセ

ントに類推し、平板化する。なじみ度が高い外来語であっても、平板化

しにくい「テレビ・ラジオ」もあるが、一般には単語として古くから使

われ、なじみ度の高い外来語が平板化しやすいといわれてきた l 。 (2)

は、専門領域から始まり、外来語アクセントが「なじみ」の形である平

板型をとることでの落差が目立ち、不快感を与えたりした（秋永 2002) 。

また、一方でこの落差が新しさを持つことから、新たな外来語、例えば

「ガーデニング」などは、初めから平板型アクセントで受け入られた（秋

永 1999) という。現在の若者にとっては、かつての専門家アクセント

といわれたものが、最初から平板型である場合も多い。例えば、パンプ

スなど平板型で使用し、頭高型に違和感を覚えるようである。

佐藤・坂本・松本 (2003) では、「毎日小学生新聞」、「毎日中学生新

園］」に現れた外来語のうち、 4 拍語 200 語に対する調査により、なじみ

度の高い語と、なじみ度の低い語の両極端の単語が平板化しやすいこと

を明らかにした。同時に、すでに外来語となっている英単語を発音する

際、外来語としてなじみ度の低い単語と、英単語としてなじみ度の低い

語を、ストレスをつけず平板型アクセントで発音するという·母語干渉の

影響がみられることを明らかにした。

！秋永一枝 (1999) 「アナウンサーアクセント調査について」(『NHK 日本語発

音アクセント辞典』改訂⑧）『放送研究と調査』 3 月には、近代に多用された
ポルトガル語やオランダ語出自のものが日本語に定着したときに平板型でな

かったとしヽう確iil：はなしヽとしヽう。
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(3) は、単語の音節構造に平板化の要因を求めるもので、 (1) (2) 

とは大きく異なるところだが、これは平板化をどう捉えるかの相違であ

る。 (1) (2) の場合には、外来語として有核アクセントであった単語

が、無核である平板型アクセントに変わることを平板化（無核化）と捉

えている。これに対して、窪菌（ 1998 など）の単語アクセントの音節

構造との関係に拠る説明は、外国語を外来語として日本語化する場合が

主で、「たとえば外来語アクセント規則を見てみると、外来語で無核化

（平板化）してしまう例の大半は 4 モーラの長さを有し、かつ「語末の

2 音節が軽音節」である場合である。」というものである。窪薗は外来語

アクセントの平板化をなじみ度に求めるのは定量的に見ると大きなも

のではないとする。

(1) (2) と（ 3) とでは、アクセントの意味機能にその要因を求

めるのか、音節構造にその要因を求めるのかの相違がある。なじみ度が

平板化に関与しないという考え方によるとすると、近年の平板化も音節

構造にその要因を求めることが可能であるであろうか。本稿では、主に

この点について、秋永一枝編 (2001) 『新明解アクセント辞典』三省堂

（以下、『明解ア』とする）を資料に、外来語アクセントの音節構造と

アクセント型の関係を中心に考察する。

2. 拍数とアクセント型

考察に先立って、外来語アクセントについて、名詞一般との相違を明

らかにしておく。

秋永 (2001) 『明解ア』の解説では、外来語の単純語アクセントにつ

いて、以下のように述べられている。（一部用語を書き換えた）

(1) 2 拍語一原則として頭高型

(2) 3 拍語一原則として頭庫型。但し、引き音で終わるものは、原語の

アクセントが影響する。

(3) 4 拍語 頭高型が過半数に近いが、次いで 2 型が、次に平板型がこ

れに続く。

(4) 5 拍以上の語一終りから 3 拍めまで高い型が多い。但し、終りから

3 拍めが引き音・撥音・促音などで、そこにアクセントの切れめ

がくると、その切れめが前にずれる。

以上を数量的に確認するために、『明解ア』記載の外来語のアクセン
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トについて、アクセント型の比率を拍数ごとの延べ語数でみる孔集計に

あたって、複数アクセント注記と、複数語形のある場合とは、別語扱い

で加算した。たとえば、フィアンセは 2 型、 1 型の両型を加算、スムー

スとスムーズは 2 型に 2 例として扱った。なお、以下では、平板型は 0

型、頭高型は 1 型、尾高型はー 1 型、など、必要に応じて核の位置を語

頭から数えた場合と、語末から数えた場合とで示す。なお、近年変化し

たものとして《新は》の注記のあるアクセント型についてはここでは扱

わず、 4 で別に考察をする。

また、外来語アクセントの特徴をみるために、秋永 (2002) で示され

た名詞一般のアクセント型別との比較を表にした。

く表 1 >く表 3 >には語頭からアクセント核の位置を示し、く表 2>

く表 4 >には語末からアクセント核の位置を示した。

く表 1 >外来語拍数別アクセント型所属語数 1

嘩 1型 2型 坦 喫 嗅 褪 7型
2拍 2 1．塙 164 97.0Yo 3 1．隅
湘 68 7．塙 819 87.1% 42 4.5% 1 0.1% 
佃 265 20.1% 602 45．稿 423 32.0'Ai 31 2.3% 
嘩 54 6.8% 207 26.1% 187 23.6% 337 42.4% 9 l. lo/c 
嘩 6 1．綿 25 7．魂 53 15.83/o 98 29.3% 151 45.(J)'c 2 0.6% 
7拍 1 1 ．為 2 2．隅 6 7.4% 8 9.91/o 3340．祁 30 37.CY'A 1 1 ．塙

曲 2 11隅 10 58．激 5 29.4% 
呻 1 25．僚 1 25.0Yo 2 50.0Yo 
合計 396 10.83/ii 1819 49．綿 714 19．鳴 475 13.0l6 195 5.3o/c 43 l.ZJi 7 0.2J6 2 0.1% 

く表 2 >外来語拍数別アクセント型所属語数 2

O型 -1型 -2型 -3型 ー四 -5型 繹 -7型
2拍 2 1.2% 3 1.8% 164 97．傭
3拍 68 7.2% 1 0.1% 42 4.5% 819 87.1% 
伽 265 20.1% 31 2.3% 423 32.03/o 602 45.6% 
嘩 54 6.8% 9 1.1% 337 42.4% 187 23.6% 207 26.1% 
嘩 6 1.8% 2 0.6% 151 45.0ｾi 98 29.3% 53 15．秒 25 7.5% 
7拍 1 1.2% 1 1.2% 30 37.(Y)f, 33 40.7% 8 9．洲 6 7.4% 
8拍 5 29.4% 10 58.8% 2 11縞
9拍 2 50．⑰ 1 25．⑰ 1 25.0X, 
合計 396 10.8% 4 0.1% 249 6．杓 1767 48.4% 931 25.5% 271 7.4% 31 0.8% 

2 秋永一枝 (2003) 「池田京都アクセントと東京アクセントー名詞の型傾向J

『池田要 京都・大阪アクセント資料 分析編』アクセント史資料索引別冊
に『明解ア』の「外来語及び外来語を後部成素とする名詞の拍数別型比較」が

掲載されているが、今回は単純外来語のみをまとめた。
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く表 3 >名詞一般と外来語との比較 1
O型 l 枡＇！ 2咽 3型 4刷 5型 碑 7型
一般 外来梧 一般 外菜討巖 外来柄 一般 外姐Ii 一舟笈 外必梧 一舟皮 外妬語 一般 外来語 一般 外来語

2拍 17.4% 1.2% 63.2% 97.rn'o 19.3% l．縞

冴H 50．俄 7．塙37.7% 87.1% 5．隅 4.5% 6.5% 0.1% 
4拍 68.8% 20.1% 8.6% 45.6% lO．徴 32.0K, 8.1~ 2.3% 3．綿

甜l 26．隅 6.⑭ 3.0)(, 26.1% 10.1% お.6% 49.1% 42.4% 7.1% 1.1% 4.0X, 
甜l 19.6% 2.1% 0．隅 7．魂 l.O 15．砂 35.8!6 29.3% 35.7% 45.(Jl(, 6.1% 0．稿 l.Ol6 
7拍 2.5% 1.2% 0．滋 2．澤 0.3% 7.4% 0.8l'o 9.9Ki 32.8% 40.7% 58.3% 37.0l6 5.0ll, 1.2% 0.1% 
瑯 11.8% 58．隅 29.4り

曲］ 25.0ｾi 25.()l(, 50.0Ki 

く表 4 >名詞一般と外来語との比較 2

四 -1型 -2型 —渥 心 羞 繹 —7型
一般 外拇／！惰皮 外来祉i 清皮 外料Ii 惰皮 外来語 一般 外瑯i般 外来甘 —舟｛ 雌li 一舵 函

冴 17.4' l．滋 19.3ｾ l．摂63.2ｽ 切'.僚
冴 只）．o 7.2l 6紐 0.1~ 5．砂 4.5Jf 困’.? 87.l'!t 
伽 G．榜 公）． I'¼ 3.9ｾ 8.1 2．激 10．俄 32．僚 8．俄 45．僚

吋 汲．8 6．扮 4.0) 7.1併 1.1り 49.l~ 42.4J 10. 1り お．⑪ 3.rn 汲． 19

曲 19．僚 l．棟 1.(J)I 6.1 0紐 35.'i'ｼ 45.0li 35.ffif 公．濱 l紐 15．隙 0．改 7．洲

74t 2．凛 l．滋 0.1'ｾ 5．僚 l.2ll 58.:湘 初＇．(J)1 32．摂 40.1)｣ 0．砂 9.り 0．激 7.4'Ji 0.2ｾ 2.Bli 
晦 29．像 58.砂 11．堺

呻 a).0 25.O'ん 25．僚

名詞一般については、秋永 (2002) にあるように、 O 型が最多であり、

4 拍語 68.8％をいただきとして 3 拍 50.0% • 2 拍 17.4％と 5 拍 26.8% • 

6 拍 19.6% • 7 拍 2.5％を分けたきれいな山形を作り、 1 型は拍数が多く

なるにつれ、急速に所属語彙を減らす。

これに対して、外来語は、上記秋永による解説のとおり、 4 拍までは

1 型が最多型であり、名詞一般で所属の多い O 型の比率が非常に低い。

外来語の O 型は、名詞一般のピークである 4 拍でも 20.1％にすぎない。

く表 1 ＞～く表 4 > 0) ように、外来語のアクセントは、拍数が増えても
1 型の比率が名詞—一般に比べて高く、拍数が多くなるにつれて、一 3 型

の所属語彙が増えるといえる。

しかし、一見すると 7 柏語と 8 拍語では一 3 型よりも一 4 型の方が多

い。 7 拍では、ー 3 型 3() 語、一 4 型 33 語であり、 8 拍では、ー 3 型 5

語、ー 4 型 10 語である。これは、特殊拍が一 3 の位置にくるために、核

が前にずれたもの「レいなしー 3 型」として扱えられるものと思われる。

そこで、く表 5 >に 7 柏語 (/)-3 型、ー 4 型の決め手となる語末の 2

音節の構造を示した。 I，は軽音節(light syllable) 、 Hは重音節 (heavy

syllable) 、＋は前部を省略したことを表す。
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く表 5 > 7 拍語語末音節とアクセント型

7拍 O型 -7型 -6型 -5型 -4型 -3型 -2型 -1型

O型 1型 2型 3型 4型 5型 6型 7型 構成合計

+LLL 

゜ ゜ ゜
2 

゜
7 

゜ ゜
, 

+HLL 

゜ ゜ ゜ ゜
7 

゜ ゜ ゜
7 

+LH 

゜ ゜ ゜
2 5 1 

゜ ゜
8 

+HL 1 2 5 4 1 21 

゜ ゜
34 

+HH 

゜ ゜
1 

゜
20 1 1 

゜
23 

合計 1 2 6 8 33 30 I 

゜
81 

7 拍語でもっとも多いのが、＋ HL で終わる場合であり、ー 3 型 21 例

である。これは「インフルエンザ・コレステロール・パラリンピック」

などである。＋ HHで終わるー 4 型も 20 語ありこれに並ぶ。語末音節が

HHのものは、「アソシェーション・エキスパンダー・コンプレッサー・

バイプレーター」などで、語末が HHであるということは、ー 3 に特殊

拍がくるということであり、ー 3 ではアクセント核が担えず、一 4 にず

れたと考えられる。また、十 LHはー 4 型が 5 例で他よりも多いが、語

例の「オリジナリティー・コスモポリタン・トランジスター・パーソナ

リティー・ボードビリアン」は原語「 origi nality • cosmopolitan • 
transistor • personality • vaudevillian」の強勢位置とアクセント核が

一致している。

8 拍語では、ー 3 型は「エキセントリック・エレクトロニクス・ジャ

ーナリスティック・ファンタスティック」で、語末音節が LL と HL の

例である。一 4 型 10 語のうち、「イラストレーター・インスピレーショ

ン・エンターテイナー・オリエンテーション・デモストレーション・ト

ランキライザー・フラストレーション・モータリゼーション」は語末音

節 HHで、一 3 に特殊拍があり、核が前にずれたものである。残りの 2

例「インストラクター・コンストラクション」は、ー 3 がともに「ク」

であり、ともに後接が無声子音であり、母音の無声化により核がずれた

ものであろう。

7 拍、 8 拍語の一 4 型の例はいわゆる「見なしー 3 型」として扱えるも

のであり、拍数が増えると、ー 3 型の所属語が増えるという規則に問題

はない。

なお、『明解ア』の外来語の単純語の拍数別語彙数は、次のグラフに

「外来語延べ語数」として示した。名詞一般（秋永 2002) よりも 4 拍

語が 5.7％少なく、 3 拍語が 3.8% 、 5 拍語が 6.6％多い。
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外来語延べ謡数

| 

I 

に―--.----.

l

ｭ

拍
四
7

2

 2拍
4.5% 

3拍

5拍 ‘ `‘`‘‘`'・‘ヽ｀•‘‘‘•`―-999999●・・・・・・・・・・・・・'`-6.6% 

22.0% 

,_!四」

4拍
35.7% 

以上のように、明らかに外来語特有のアクセント分布が認められるが、

それでは、外来語アクセントはどのように決まるのであろうか。遠藤

(1969) 、柴田（ 1994) 、窪菌（ 1996) などによる研究がある。

まず、遠藤（ 1969) は、東京アクセントでは、原語アクセントが語頭

にあると、その 70％は外来語で頭高型に、 2 拍目や、それ以下にアクセ

ント核を持つ語は、その 67％が中高・尾高型になることを明らかにした。

また、原語が 1 音節で外来語が 4 拍語になる単語のうち、頭高型には、

原語ウ段の語がまったくみられず、ウ段を含む語は、語頭の子音連続の

開音節化に際してウが挿入され、頭萬型以外の型になることを示した。

柴田 (1994) では、さらに詳細にどの型に決まるかを調査している。

外来語のアクセントは在来語のアクセントに同調しないこと、原則的に

-3 型が外来語アクセントの指定 Iレールであることを提示している。

窪薗 (1996 ほか）では、 4 拍の外来語地名のアクセントの音節の長さ

を分析し、最後の 2 音節がともに 1 拍である語が平板化するという。ま

た、 L I-f L 構造のうち、語末に／o／を挿入する語は、 LHL構造の平板化

する語の 69% 、 LHL構造全体の 46％にあたるという。詳しくは 3 で

検討する。
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く表 1 >く表 2 >に示したとおり、外来語のアクセントは 1 型が外来

語全体の 49.8％で、ー 3 型が 48.4％である。核の位置を語頭から数えて

も、語末から数えても、最多の 3 拍語が含まれる。外来語 4 拍語までは、

原語が 1 音節の語が多く、 5 拍以上の外来語の原語になると、原語自体

が派生語であり、 1 型ではなく、ー 3 型で実現する。すなわち、 4 拍語ま

でが 1 型アクセントに集中し、 5 拍以上になるとー 3 型に収倣していく

ことになり、大まかな傾向として、外来語のアクセントは原語の音節数

とアクセントにより決まるといえる。

しかし、 4 拍語は O 型が 2 割もあり、アクセントが分散している。上

記の例外を生む要因があるためと思われる。以下、 5 拍語まで拍数ごと

にアクセント傾向と、アクセント型決定の要因について検討を行う。

3. 外来語の音節構造とアクセント

窪菌（ 1996 ほか）は、 4 拍の外来語地名のアクセントで、アクセント

の平板化について音節構造とアクセントからその理由を述べており、特

に軽音節連続で終わる場合に 89％が平板化するという。これが、外来語

地名にとどまらず、一般の外来語においても成り立つ規則であるのか、

また、 4 拍語のみに有効な規則なのか、他の拍数でも何らかの音節構造

がアクセントの決定に関与するのかどうかを検討する。

3.1 外来語 2 拍名詞

12拍 O型 -2型-=-i型
O型 l型 2型 構造合計

ILL 2 136 3 141 
IH 

゜
28 

゜
28 

I型合計 2 164 3 169 

く音節構造別比率＞

O型二2型―--1型

O型 1型 2型 構造比
1.4%1 96.5%1 2.1%1 83.4% 
0.0%1 100.0%1 0.0%1 16.6% 

くアクセント型別比率＞

宣
2 拍名詞は、略語が異なり語数で 40 語含まれるが、特にそうでない語

との差はなく、ほぼ 1 型である。

LL 型には、 20 語の省略語があり、すべて 1 型をもつ。 1 型の例外が

みられ、 O 型は「ゲラ・ヒレ」、 2 型(- 1 型）は「スト・ラオ・ラウ」

である。「スト」は 2 型と 1 型の併用であり、省略語と古い語が 1 型の
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例外になる。特に、外来語で一 1 型の例は 2 拍語のこの 3 例と、 3 拍語

の「ヒット（古くは）」のみである。

3. 2 外来語3拍名詞

＜延べ語数＞

3拍 O型 -3型 -2型 -I型
O型 1型 2型 3型 構造合計

LLL 28 235 21 

゜I-fL 24 443 

゜
1 

LH  16 127 29 

゜H 

゜
14 2 

゜型合計 68 819 52 1 

く音節構造別比率＞

3拍 O型ー3型ー2型ー 1型
O型 1型 2型 3型 構造比

LLL I 9.9%1 82.7%1 7.4%1 0.0%1 28.7% 
庫 5.1%1 87.7%1 0.0%1 0.2%1 47.2% 
LH  I 9.3%1 73.8%1 16.9%1 0.0%1 17.4% 
H I 0.0%1 87.5%1 12.5%1 0.0%1 1.6% 

284 
468 
172 
16 
940 

くアクセント型別比率＞

3拍 O型 -3型 -2型 -1型
O型 l型 2型 3型

LLL 41.2% 28.7% 40.4% 0.0% 
HL 35.3% 54.1% 0.0% 100.0% 
LH  23.5% 15.5% 55.8% 0.0% 
H 0.0% 1.7% 3.8% 0.0% 
型比 7.2% 87.1% 5.5% 0. 1% 

3 拍外来語で、もっとも多いのが HL構造 1 型の 443 例、続いて LL

L 構造 1 型の 235 例、 LH構造 1 型の 127 例であり、どの構造において

も 1 型が極めて多い。特に HL 構造 1 型は、「アート・アーム・アイス・

アップ・インチ・ウール」などで、もっとも用例数が多い。音節構造別

比率でみると、 1 型はそれぞれHL の 87.7% 、 LLL の 82.7% 、 LHの

73.8％である u 3 拍語の場合には 1 型がー 3 型でもある。

O 型はアクセント型比率でみると LLL が多数形で 4 1. 2％だが、用例

数をみると LLL は 28 例、 HL は 24 例であり、大差はない。また、 L

LL構造の語は、「オクラ・ガラス・キセル・サドル・タバコ・バルプ・

プリキ・ベニャ・ベルト・ボトル・ボルト・カボチャ・フェルト」など、

古くから使われてきたか、原語が英語以外である単語である。 HL の。

型の 24 例中 11 例は他型との併用で、 1 型との併用 10 語は「タイヤ・

ハート・バンド」など有核型から変化したものである。

2 型は LHが 69.0%、「グリン・グレー・トライ」などである。 2 型は、

特殊拍が核を担えないために、 HL の例がない。 2 型になる例は、超重

音節である I-{ 「クイン・ツイン」も含め、最終拍が特殊拍の場合であり、

特殊拍の直前にアクセント核がくる。 1 型の例外になる LH音節構造は、

原語の語頭に母音／ u ／の挿入されるものが 2 型になるというが（柴田

1994) 、確かに 22 例中 17 例の「green • crewｷ clayｷ grayｷ greyｷ stew • 
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skiｷ  st arｷ spyｷ  sp an • spin • sp oon • slow • freeｷ blue • p layｷ  floor 」

がこれにあたる。これは先に 2 で挙げた遠藤（ 1969) の指摘のとおりで

ある。

3 型 1 例は「ヒット」で「古くは」とある例であり、現在 1 型である。

3.3 外来語 4 拍名詞

＜延べ語数＞

4拍 O型 -4型
O型 1型

LLLL 116 59 
HLL 59 129 
LHL 41 78 
HL 2 2 
LLH 33 137 
LH  

゜ ゜HH  14 197 
型合計 265 602 

く音節構造別比率＞

4拍 O型 -4型
O型 1型

LLLL 46.0% 23.4% 
HLL 30.1% 65.8% 
LHL 10.5% 19.9% 
HL 14.3% 14.3% 
LLH 14.8% 61.4% 
LH  0.0% 0.0% 
HH  6.1% 86.4% 

-3型 -2型
2型 3型
71 6 
2 6 
272 

゜10 

゜50 3 
17 

゜1 16 
423 31 

-3型 -2型
2型 3型
28.2% 2.4% 
1.0% 3.1% 
69.6% 0.0% 
71.4% 0.0% 
22.4% 1.3% 
100.0% 0.0% 
0.4% 7.0% 

-1型
4型 構造合計

゜
252 

゜
196 

゜
391 

゜
14 

゜
223 

゜
17 

゜
228 

゜
1321 

くアクセント型別比率＞

4拍 O型 -4型 -3型 -2型
O型 l 型 2型 3型

構造比
19.1% 

LLLL 43.8% 9.8% 16.8% 19.4% 
HLL 22.3% 21.4% 0.5% 19.4% 

14.8% LHL 15.5% 13.0% 64.3% 0.0% 

29.6% HL 0.8% 0.3% 2.4% 0.0% 

l. 1% LLH 12.5% 22.8% 11.8% 9.7% 

16.9% LH  0.0% 0.0% 4.0% 0.0% 

1.3% HH  5.3% 32.7% 0.2% 51.6% 
17.3% 型比 20.1% 45.6% 32.0% 2.3% 

4 拍外来語は 2 のく表 3 >のとおり、 4 拍一般名詞が O 型を最多とし、

68.8％を占めるのに対して、 O 型が 20.1 ％に過ぎない。アクセント型と

しては、 1 型 (-4 型） 602 語＞ 2 型 (-3 型） 423 語＞ O 型 265 語で、

1 型が 45.6 ％で最多である。

音節構造とアクセント型からみると、最多は 2 型 (-3 型）の LHL

構造 272 語、続いて 1 型 (-4 型）の HH構造 197 語、 1 型の L LH構

造 137 語、 1 型の I-f LL 構造 129 語、 O 型の LLLL構造 116 語である。

-3 型が少ないのは、ー 3 に特殊拍の来る HLL 、 HL 、 HHが 325 語

と多いためでもある。

3.3.1 LHL構造について

4 拍外来語の音節構造の最多が L f-f L 構造 391 語 (29.6%) であり、

そのうちの 2 型 (-3 型） 272 語が 4 拍外来語の最多であるとともに、
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外来語全体で 3 拍語の HL構造 468 語のうち、 1 型 443 語に続く典型的

なタイプということになる。この LHL2 型 (-3 型）は、「エリート・

オパール・オミット・オリープ・オレンジ・カセット・カラット」など

で、特殊拍直前に核がくる。 LHL で 1 型 (-4 型）は、「ガボット・カ

レッジ・キュロット・コテージ・コミック・コメント・サウンド」など

78 語ある。 LHL のうち、 47 例が 1 型と 2 型との併用例であり、 1 型

でも 2 型でも、特殊拍などの条件で核がずれる構造ではない。

それでは、どのような条件により 1 型と 2 型に分かれるのか。 3 拍語

同様に、遠藤（ 1969) 指摘の語頭の子音連続に／u／が挿入されたかどうか

によると考えてよさそうである。

すなわち、 LHL構造で 2 型 (-3 型）のみのアクセントの語例（複

数アクセント例のないもの）のうち、英語アクセントがわかる 170 語に

ついて、その強勢位置をみると、 128 語の主強勢が第 1 音節にあり、 42

語が第 2 音節にある。

主強勢が第 2 音節にある場合には、原語のアクセントと外来語のアク

セント核が一致する。「attack • appeal • omit • na'ive」が 2 型「アタッ

ク・アヒ°ール・オミット・ナイーブ」になる。原語が 1 音節であるか、

主強勢が第 1 音節にある 128 語のうち、原音の語頭の子音連続に母音が

挿入されて外来語になったもの 98 語 76.6% 、 /u／が挿入されたものはそ

のうち 88 語 68.8％である。「glove • crank • creek • grease • cream • 

prince • blues • fruits • brake • fresh」などが語頭子音連続に／u／を挿入

し、 2 型「グローブ・クランク・クリーク・グロース・クリーム・プリ

ンス・プルース・フルーツ・ブレーク・フレッシュ」となる。 128 語例

中 127 語が、語頭の子音連続あるいは語末に母音が添加した例で、外来

語化する段階で 2 型になったものである。

一方、 LHL構造で 1 型のみの語例（複数アクセント例のないもの）

で英語アクセントのわかる 17 語すべて、主強勢が第 1 音節にある語で

ある。「inning • college • cottage • summit • cynic • ton ic」など語末の

母音添加のみで、 1 型「イニンク゜ ・カレッジ・コテージ・サミット・

シニック・トニック」になる。この場合には原語のアクセントを保つ。

また、窪薗は、 LHL構造のうち語末に／o／を挿入する語は、平板化傾

向がみられる。 LHL構造の単語の語末母音添加とアクセント型の例を

みると、以下の表とグラフのようになる。

LHL /0要 l型 2型
語末o添加 29/ 24.8%/ 29/ 24.8%1 59 
語末i添加 11 3.4%1 81 27.6%1 20 
語末u添加 51 2.5%1 361 18.0%/ 159 
語頭u挿入 191 15.3%1 21 1.6%1 103 

- 10 -
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LHL のうち O 型になるのは 41 語であり、そのうちの 29 語が／o／を添

加した語であると見れば、 70.7％が O 型になる。 O 型になる語はほかに

は／i／を添加した「スポンジ sponge」と、「jogging • dubbingｷ balance • 

bronze • merinos」が／u/を添加した「ジョギング・ダビング・バランス・

プロンズ・メリンス」である。 LHL構造で O 型になる語のうち、英語

が原語のアクセントの強勢が第 2 音節にある「イベント event」を除け

ば、すべて主強勢が第 1 音節である。型を分けるのに原語のアクセント

の影響はなく、語末の添加された母音の別によるとみたくなる。

しかし、表のように LHL構造で語末に／o／が添加される 117 語のうち、

最多は 2 型 59 語の 50.4％であり、 O 型になるのは 29 語の 24.8％である。

lo／が語末に添加する語が平板化するとはいえない。

3.3.2 4 拍アクセント型と音節構造

その他、 4 拍語について、それぞれ構造別に割合が多いものをみると、

LLLL構造のみが O 型を最多とし、構造中 46.0％であるが、他のすべ

ての構造での最多型が 1 型と 2 型 (-3 型）のどちらかである。 1 型が

602 語で最も多く、さらに 1 型を最多とする構造は、 HHの 86.4%、 H

LL の 65.8% 、 LLHの 6 1.4％である。 2 型 (-3 型）は 423 語であり、

これを最多とする構造は、 LHが 17 語 100％をはじめ、 HL 7 1.4% 、 L

H L69.6％である。

[4 拍語 O 型］

一般名詞では 4 拍語の O 型が最多であるが、典型的な 4 拍外来語の語

形が LHL構造であることを考えると、特殊拍を含まない LLLL は外

来語らしくない構造で、 LLLL構造に外来語アクセントらしくない。

型が多いということになる。 LLLL の例は「アルバム・シナリオ・ス

タミナ・マスカラ・モルタル」などである。

4 拍語の外来語地名のアクセントで、軽音節連続で終わる場合に 89%

が平板化するといわれているが（窪薗 1996 など）、地名以外でも同様の

傾向があるのか、語末の 2 音節と型との関係を別のグラフにしてみる。

グラフには語末音節によってどのアクセント型をとるかを示した。
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くグラフ 1 >4 拍語の語末構造とアクセント
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語末のアクセント型別からみると、軽音節で終わる＋ LL が 265 語中

175 語で 65.3％になる。確かに O 型では語末 2 音節軽音節が多いが、＋

LL構造では、 1 型の 188 語よりも少なく、語末 2 音節が軽音節である

ことが O 型になる条件とはいえない。一般外来語は、地名に比べると、

語末音節を条件として O 型になることはない。グラフからは、語末音節

が＋HL の場合には 2 型 (-3 型）に、＋HHの場合、および＋ LHの場

合に 1 型になりやすいことがわかる。＋ LL は 1 型あるいは O 型になる。

地名と一般外来語の相違をみるために、窪薗の示した地名の O 型占有

率と、平板化率と『明解ア』を表にまとめた。

麟国虐言：言言琴I［言言言言言IliI
『明解ア』 LLLL の O 型占有率、平板率とも 50％未満ではあるが、

4 拍語の LLLL構造は O 型になりやすいという点は地名と変わらない。

しかし、先にも述べたとおり、 HLL 構造は 1 型 (-4 型）が 12 9 例、 0

型が 59 例あり、 LLLL構造とともに語末の十 L 1、として一括して扱
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うことはできない。語末音節が LL である場合というところまで広げて

しまうと、一般外来語は 1 型が多くなるため当てはまらなくなる。

次に、語末に軽音節が続くと O 型アクセントになるのは、 4 拍語だけ

の特徴かどうかを確認するために、語末が LL構造になるものについて、

アクセント型との関係を表にした。

O型 -1型 -2卑 -3型 -4型 -5型 -6租 合計 O型率
2拍語 LL 2 3 136 141 1.4% 
3拍語 LLL 28 

゜
21 235 284 9.9% 

4拍語 LLLL 116 

゜
6 71 59 252 46.0% 

4柏語 HLL 59 

゜
6 2 129 196 30.1% 

5拍語 LLLLL 3 

゜
2 63 14 6 88 3.4% 

5柏語 LHLL 1 

゜ ゜
1 28 1 31 3.2% 

5拍語 HLLL 4 

゜
3 21 

゜
30 58 6.9% 

5拍語 HLL 

゜ ゜ ゜ ゜
1 

゜
1 0.0% 

6拍語 LLLLLl 

゜ ゜
1 27 3 2 

゜
33 0.0% 

6拍語 HLLLL 

゜ ゜ ゜
, 3 

゜
3 13 0.0% 

6柏語 LHLLL 

゜ ゜
1 8 2 

゜ ゜
11 0.0% 

6拍語 LLHLL 

゜ ゜ ゜ ゜
7 

゜ ゜
7 0.0% 

6拍語 HHLL 

゜ ゜ ゜ ゜
4 

゜ ゜
4 0.0% 

2 拍語、 3 拍語については、すでに述べたとおりで、 LL· LLL が

O 型になるのは、英語以外の語i原の語や古くから使われている語で、音

節構造にはかかわりがない。

5 拍語にも O 型があるが、 LLLLL は「ジフテリア・ジフテリヤ・

バクテリア」の 3 語で、 HLLL は「ハーモニカ・アンモニア・アンモ

ニヤ・パイオニア」の 4 語、 LHLL は「フランネル」の 1 語である。

5 拍の LLLLL は多拍語の安定型 -3 型に集中している。 6 拍語になる

と、語末に軽音節が続いても O 型になる例は皆無で、安定型である一 3

型が多い。つまりは、 4 拍語の LLLL のみが O 型になる傾向を持って

いることがわかる。

これらについては、日本語としての単純語を考察対象にしているもの

の、 5 拍語以上は、原語自体が派生語である場合が多くなり、語形も自

ずと類似してくることによると考えられる。

[4 拍語 1 型］

最多の語数になる 1 型は、 HHが 197 語のうち、中国語語源などの語

を除く 173 語中、 170 語が主強勢が第 1 音節にある語である。 HLL も

強勢のわかる 93 語のうち「コンテナ (conta i ner）」のみ強勢が第 2 音

節にあり、残りはすべて第 1 音節にある。原語のアクセントを生かし、

語頭の Hにアクセント核をおいている。これに対して語末に特殊拍の来

る L L I-Iも 1 型アクセントになる。英語語源のうち主強勢が第 2 音節に

ある語は 2 型、《新は O 型》の併用例のある「ビギナー (be ginner) 」の
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みで、残りの 111 語は主強勢が第 1 音節にあるである。これらも原語の

アクセントを生かしている。

[4 拍語 2 型］

2 型、すなわちー 3 にアクセント核がくる語は、すでに取り上げた L

HL構造が全体の 63.8％を占める。その他は、 LH構造 1 7 語すべてが

このアクセント型である。 LH構造は、語末が超重音節の「クレーン・

クローン・コカイン・コミューン・スコーン・デザイン」などであり、

特殊拍直前にアクセント核がくるが、語末が撥音で、その前も特殊拍と

いう例である。また、 HL も 10 語「ウイット・ウインク・クイック·

スイッチ・ツイード・ホイップ」などで、原音はすべて強勢が第 1 音節

にある例で、「wit • wink • quick • switch • tweed • whip」など接近音
を母音／u／に変えて、ー 3 型にアクセント核をもってきている。これらは、

第 2 拍が連母音で、 3 拍が連母音以外の特殊拍であり、この場合をみる

と連母音はアクセント核を担えることになる。

[4 拍語 3 型］

ごく少ないが、 3 型 (-2 型）の語は、外来語の例外的なアクセント

型である。 HH構造が 16 語と多いが、「コーヒー・シャンパン・シャン

ペン・チャーシュー・ボンタン・ボンボン・ムームー・ヨーヨー・ラン

タン・ワンタン」など、すべて英語語源以外の単語である。 HLL 「ア

イディア・エンジョイ・コンベヤ」は、原語の主強勢が第 2 音節にあり、

アクセント核と一致する例である。

3.4 外来語 5 拍名詞

5拍 O型 -5型 -4型 -3型 -2型

5拍 O型 1型 2型 3型 4型 構造比

LLLLL 3 6 14 63 2 88 

LHLL 1 1 28 1 

゜
31 

HLLL 4 30 

゜
21 3 58 

HLL 

゜ ゜
1 

゜ ゜
1 

LLHL 3 48 23 154 1 229 

HHL 19 66 2 49 

゜
136 

LHL 1 

゜
1 3 

゜
5 

LLLH 11 10 40 17 2 80 
LLH 

゜
1 

゜
8 

゜
, 

HLH 6 42 2 17 1 68 
LHH 4 1 70 

゜ ゜
75 

HH  2 2 6 4 

゜
14 

型合計 54 207 187 337 , 794 
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く音節構造別比率＞

5拍 O型 -5型 -4型 -3型 -2型

O型 1型 2型 3型 4型 構造比

LLLLL 3.4% 6.8% 15.9% 71.6% 2.3% 11.1% 

LHLL 3.2% 3.2% 90.3% 3.2% 0.0% 3.9% 

HLLL 6.9% 51.7% 0.0% 36.2% 5.2% 7.3% 

HLL 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.1% 

LLHL 1.3% 21.0% 10.0% 67.2% 0.4% 28.8% 

HHL 14.0% 48.5% 1.5% 36.0% 0.0% 17.1% 

LHL 20.0% 0.0% 20.0% 60.0% 0.0% 0.6% 

LLLH 13.8% 12.5% 50.0% 21.3% 2.5% 10.1% 

LLH 0.0% 11.1% 0.0% 88.9% 0.0% 1.1% 

HLH 8.8% 61.8% 2.9% 25.0% 1.5% 8.6% 

LHH 5.3% 1.3% 93.3% 0.0% 0.0% 9.4% 

HH  14.3% 14.3% 42.9% 28.6% 0.0% 1.8% 

くアクセント型別比率＞

O型 -5型 -4型 -3型 -2型
5柏 O型 1型 2型 3型 4型
LLLLL 5.6% 2.9% 7.5% 18.7% 22.2% 
LHLL 1.9% 0.5% 15.0% 0.3% 0.0% 
HLLL 7.4% 14.5% 0.0% 6.2% 33.3% 
HLL 0.0% 0.0% 0.5% 0.0% 0.0% 
LLHL 5.6% 23.2% 12.3% 45.7% 11.1 % 
HHL 35.2% 31.9% 1.1% 14.5% 0.0% 
LHL 1.9% 0.0% 0.5% 0.9% 0.0% 
LLLH 20.4% 4.8% 21.4% 5.0% 22.2% 
LLH 0.0% 0.5% 0.0% 2.4% 0.0% 
HLH 11.1% 20.3% 1.1% 5.0% 11.1 % 
LHH 7.4% 0.5% 37.4% 0.0% 0.0% 
HH  3.7% 1.0% 3.2% 1.2% 0.0% 
型比 6.8% 26.1% 23.6% 42.4% 1.1% 

5 拍語になって初めて 1 型 207 語よりもー 3 型が 337 語と多くなり、

最多型が一般名詞と同様になる。音節構造とアクセント型をみると、最

多は 3 型 (-3 型） LLHL構造 156 語、 42.4％である。

[5 拍語 O 型］

O 型は 3 、 4 拍語とは異なり、最多が LLLLL ではなく、 HHL 、

LLLH、 HLHが多くなる。

HHL構造は、 O 型の 3 5.2％を、 1 型の 3 1. 9％を占め、それぞれのア

クセント型の最多の割合である。何がそれぞれの型への所属を決めるの

だろうか。 O 型は原語がすべて第 1 強勢の語であり、一ingで終わる「エ
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ッチンク゜ ・カッティンク゜ ・カンニンク゜ ・コーティンク゜ ・タイミ

ンク゜ ・ツーリンク゜ ・テーヒ°ンク゜ ・ドーヒ°ンク゜ ・トッピンク゜ ・

ネーミンク゜ ・バッティンク゜ ・ピッチンク゜ ・ヒッティンク゜ ・フィ

ーリンク゜ ・ボーリンク゜ ・ラッピンク゜ ・ランニンク゜」で 1 型と 3

型に併用例のある語を含む。さらに、 HHL構造では、 1 型は 66 語あ

り、 O 型の 19 語よりはるかに多いが、この 66 語のうち 13 語が《新は》

が O 型の•ingで終わる単語である。

また、 O 型でHHL の次に多い、 LLLH構造の 11 語も「アスピリ

ン・アセチレン・アリナミン・オリザニン・グリセリン・ジュラルミン・

ナフタリン・ヒスタミン・ペニシリン・ホルマリン・フォルマリン」で、

すべて撥音で終わる。

以上をみると 5 拍語になると、原語自体も派生語であったり、類似の

語形を持っていたりする語が、同じアクセント型に集まる傾向がある。

4 拍語同様に、最終音節の構造とアクセントの関係をまとめると以下

のようである。

[5 拍語 1 型］

くグラフ 2>5 拍語の語末構造とアクセント
r·--- —-----------.-—--..一·
! 

I 

: 
! 

2i;n 

2 ;; l＿＿ーニ□ ＿ー―

150 

100 

50 

0,--- —`—--—-----

I.---------

原語が第 1 強勢の語は、 1 型 207 語中、 172 語にのぽり、原語のアク

セントが生かされた型といえる。 5 拍語から 1 型が最多ではなくなるが、

くグラフ 2 >の語末音節HL では、 3 型 (-3 型）とともに二山のヒ゜ー
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クとなっており、『明解ア』における 1 型と 3 型 (-3 型）の両型記載

語は「アーモンド・カーディガン・ガーネット・ソーセージ」など 58

語に及ぶ。

[5 拍語 2 型］

2 型 (-4 型）が 187 語と多いのは、 LHLL構造「グローバル・デ

ラックス・ボランティア」など、 HLL構造「ホイッスル」、 LHH構

造「カレンダー・クレーター・コミッション・バケーション」など、 H

H構造の「ウインター・レインジャー」など、一 3 に特殊拍の来る例が

108 語あるためである。特に、語末音節がHHである LHH構造と HH

構造については、くグラフ 2 >のように他の音節構造と異なりこの 2 型

に集中していることがわかる。また、 5 拍語でも、超重音節の例は連母

音にアクセント核がくる。

-3 に特殊拍がこない LLLH 「フラクション・ペナルティー・マタ

ニティー・マホガニー・リアクション・リアリティー・レセプション・

ロボトミー」なども 2 型が 40 語で構造上最多である。このうち、 20 語

が「アカデミー・アダプター・イレギュラー・エコノミー」など原語の

アクセントとアクセント核が一致、また原語が第 1 強勢の語である

「 klaxon • Christian • scorer • tractor • fraction」で、語頭の子音連続

に母音挿入された例である。

[5 拍語 3 型］

-3 型 (3 型）が最多となるのは、「みなしー 3 型」を含み、 5 拍以上

語に共通する。なかでも、 LLHL構造は「アセテート・アトミック・

アノラック・アプローチ・イタリック」などは、構造比 45.7％にのぼる。

4 拍語の最多型 LHL 同様ー 3 の直後に特殊拍の来る形である。 LLH

L構造を持つ単語のうち、原語の強勢が第 1 音節以外のもののほとんど

が一 3 型になる。

4. 有核アクセントからの変化

4.1 《新》としての平板型アクセント

秋永 (2001) 『明解ア』では、平板化した外来語アクセントについて

は、習得法則 9 「外来語の単純名詞」に、「専門家や若年層の多用する

語で、近年平板化したものには《新は…》と注記したが、人により平板

化に差が多い場合には、平板型注記を割愛したものがある。」として別

に取り上げている。

《新は》が O 型の単語の元のアクセント型と、音節構造の関係をみる

と以下のとおりである。
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12 拍 (1 例） 1 
1 型 (-2 型） → O 型

|3 拍 (47 例） 1 
1 型 (-3 型） → O 型

LL  (I 例）ロゴ

LL  L (12 例）グラス・グラフ・サラミ・ドラム・ノズル・パネル…

HL  (35 例）ウッド・エッジ・ソート・データ・ネール・バイト…

|4 拍 (69 例） 1 
1 型 (-4 型） → O 型 (43 例）

LLLL  (3 例）パステル・ベクトル・マニュアル

H LL  (15 例）イースト・ゴーグル・コンテナ・ダンベル・ピッケル…

LHL  (9 例）コメント・サウンド・ジャケット・セカンド…

LL  H (5 例）ズルチン・パネラー・ビギナー・フィルター・メラニン

HH(ll 例）アイアン・オーダー・サーバー・バージョン・マイナー・・・

2 型 (-3 型） → O 型 (26 例）

LLLL  (9 例）ゲバルト・スクラム・ドラフト・ドリプル…

L H L (13 例）グレード・クレーム・コマンド・トレンド・ホワイト…

L LH  (2 例）スキャナー・ビギナー

HL  L (1 例）ツイスト

HL  (1 例）ツイード

|5 拍 (49 例），

1 型 (-5 型） → O 型 (19 例）

LL  H L (4 例）キャスティンク゜ ・キルティンク゜ ・ヒアリンク゜

レタリンク゜

HHL  (13 例）エンディンク゜ ・シーリンク゜ ・ダイビンク゜…

HLH  (2 例）コンテナー・バッテリー

2 型 (-4 型） • O 型 (28 例）

LHLL  (1 例） リハーサル

L LH  L (2 例）グラウンド・トリミンク゜

L H H (22 例）クルーザー・スポンサー・デザイナー・プレッシャー…

LL  L H (1 例）ディレクター

HH  (2 例）ウインカー・ポインター

3 型 (-3 型） • O 型 (2 例）

H LL  L (1 例）サイネリア

LLLLL  (1 例）シネラリア

|6 拍（ 15 例） 1 
1 型 (-6 型） → O 型 (3 例）
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H LHL  (3 例）オープニング・サンプリンク゜ ・ナンバリンク゜

2 型 (-5 型） → O 型（ 10 例）

LHHL  (IO 例）クルージンク゜ ・スクーリンク゜ ・スライディンク゜

3 型 (-4 型） → O 型 (2 例）

LLLLH  (1 例）ポリエチレン

H LH  L (1 例）マーケティンク゜

ば以外12拍語↓「言万I5拍語心16拍：］
以上のように、近年の平板化は、すべての音節構造に現れ、語末音

節構造の LL でない場合の方が平板化する率が高い。

多拍語になれば、原語自体も派生語が多くなり、同じタイプの派生

語は同じように変化することも考えられる。 5 拍 1 型からは LLHL

と HHL が、 6 拍でも 1 型の HLHL 、 2 型の LHHL の＿ingを持つ

語が平板化している。同じタイプの構造のものが、互いに牽引しなが

ら平板化するものとみられる。

4.2 《古》の注記がある外来語

秋永 (2001) 『明解ア』で、《古は》の注記がされている単語には、

(1) 音形の変化により拍数も変わる場合、（ 2) アクセント型が変化

した場合とがある。

(1) 拍数変化の例

カフェー (1 型），カフェ (1 型），《古くカフエ (1 型）》

フィルム (1 型）《古はフィルム (0 型）》

ポケット (2 型），ポケット(1型），《古はポッケット (3 型）》

現在は、「フェ」「フィ」と発音されるが、かつては「フエ」「フィ」

となった単語である。「カフェ」のアクセント型は変わらない。

(2) 《古は》が有核型

1 型→ O 型 (6 例）ハート・ヒ°アノ・モダン・アルバム・ニッケル・

ライオン

2 型→ O 型 (3 例）フライ・ウエート・ウインドー

3 型→ O 型 (1 例）ランニンク゜

2 型→ 1 型 (1 例） トマト

3 型→ 1 型 (1 例）ヒット

《古は》が有核であったものが平板型になったものが 10 語、ほかの

有核の型に移ったものが 2 語ある。後者のうち「ヒット」は、一 1 型

が 1 型になった例であり、外来語の数少ないー 1 型例「スト・ラオ・
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ラウ・ヒット」の一つがなくなったことになる。

5. 『明解ア』記載の外来語アクセント

『明解ア』記載の外来語のアクセントについて分析を行ってきたとこ

ろをまとめると次のようになる。

① 外来語アクセント全体では、 1 型が 49.7% 、 -3 型が 48.5％であ

る。

4 拍までの外来語は 1 型アクセントに集中し、 5 拍語以上は一 3 型

に移る。これは、一般名詞のアクセントが、 3 拍、 4 拍が O 型に集中

するのとは大きく異なる。また、外来語アクセントの決定には、先

行研究にあるように、多くが原語のアクセントの影響を受ける。例

外は、外来語化するときの母音添加や、特殊拍による音節変化によ

ることが多い。

② 拍数別の音節構造とアクセント型による分類では、所属の多いも

のは以下のとおりである。これらが、典型的な外来語といえるので

あろう。

3 拍語の HL構造 1 型「アート・アップ・インチ」など 443 語。

4 拍語の LHL構造 2 型 (-3 型）「エリート・オレンジ・カセッ

ト」など 272 語。

3 拍語の LLL構造 1 型「ソフト・タオル・バナナ・モラル」な

ど 235 語。

③ 外来語の平板化については、先行研究にあるように、史的にみれ

ば、古くから使用されている単語、英語語源以外の単語が平板化す

る傾向にあるといえる。

4 拍名詞については、 LLLL構造をもつ語が O 型であらわれる

率が他構造よりも高い。しかし、 HLL構造では 1 型が O 型の 2

倍以上あり、語末に軽音節がくると O 型になるという説は適応しな

い。特殊拍を含まない音節構成が平板化しやすいわけではなく、軽

音節だけの構造が O 型になりやすいのは、 4 拍語だけの傾向である。

なお、 4. でみたとおり、近年の平板化は音節構造とは関係がな

く生じている。

⑤ 5 柏以上の語になると、原語自体が派生語であったり、類似の語

形を持っていたりして、外来語として同じアクセント型に集まる傾

向がある。これらの語については、平板化についても互いに牽引し

合うとみられる。
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6. 無意味語アクセントの傾向

外来語はこれからも増加し、名詞一般のアクセント、あるいは英語を

はじめとする外国語習得にも影響を及ぼしていくものと思われる。 5 で

『明解ア』の外来語アクセントについてまとめたが、今回は記載語のな

じみ度（単語親密度）との関係は分析対象にしなかった凡そこで、今後

どのように外来語アクセントが変化する可能性があるのか、現在の多数

型が影響を与えるのか、それとも平板型アクセントが増え続けるのかに

ついて若干の見通しを考えてみたい。具体的には、なじみ度の低い外来

語と、外来語とみなせる無意味語（擬似語）のアクセントを若者がどの

ように発音するのかを手がかりとする。

調査には首都圏出身（東京・神奈川）の大学生 12 名に対して、 2 拍語

から 5 拍語まで無意味外来語（擬似語）および非常になじみ度が低い外

来語、 90 語について視覚提示による音読課題をランダム行い、アクセン

トを調べ、『明解ア』との傾向を比べた。

結果は、 12 名のそれぞれの発話を延べ語数として傾向をみる。 4、 5 拍

語では、言い誤りが現れることがあり、それらについては集計からは外

した。簡単に結果のみに触れておく。

拍数別に、アクセント型別、音節構造別にまとめ、全語例のアクセン

ト型比率を示した。

2 拍語には、調査の刺激語として、「アガ・ゲラ・コヒ°・スチ・ダル・

テヌ・バタ・ハロ・ビジ・プディ・プド・ポケ・マフ・ミレ・モブ・ラ

ド・リム・レホ・レム」の 19 語を用いたが、「アガ」を 1 名が O 型で発

音したのみで、すべて 1 型であった。

3拍 O型 -3型 -2型
O型 明ア 1型 明ア 2型 明ア

LLL 9 6.9% 9.9% 118 90.1% 82.7% 4 3.1% 7.4% 
HL 2 4.2% 5.1% 46 95.8% 87.7% 0 0.0% 0.0% 
LH 4 6.7% 9.3% 43 71.7% 73.8% 13 21.7% 16.9% 
H 0 0.0% 0.0% 12 100.0% 87.5% 0 0.0% 12.5% 
型比 15 6.0% 7.2% 219 87.3% 87.1% 17 6.8% 4.5% 

3 拍の刺激語は「アキン・アロイ・オルク・シース・ジャケル・スカ

3天野成昭・近藤公久 (1999) 『日本語の語彙特性第 1 巻：単語親密度』 (NTT

データベースシリーズ）東京 三省堂

- 21 -

アクセント史資料研究会『論集』I（2005.09）



ツ・ダイン・タック・タルチ・チッキ・トラン・ナフサ・フラー・プラ

ウ・フラサ・ポメロ・メソモ・ラッピ・ラペル・ルチフ・ワニス」の 22

語を用いた。

3 拍語は傾向としては、『明解ア』と同じであるが、 1 型への集中が強

くなっている。 O 型は LLL 構造の「スカツ・タルチ・ラペル」、 HL 構

造の「ラッヒ゜」、 LH構造の「アロイ・フラー」である。ー 2 型は「アキ

ン・アロイ・トラン・フラー」で、 43 例が 1 型であるが、特殊拍の直

前に核が来る一 2 型も現れる。唯一、 3 拍語の LH構造のみ 2 型 (-2

型）の比率が増している。これは、特殊拍の直前に核が来るという傾向

が顕著になっているためと考えられる。次の 4 拍語の LHL構造と LL

H構造にも同様の傾向が見られる。

4拍 O型 -4型 -3型 -2型
O型 明ア 1型 明ア 2型 明ア 3型 明ア

LLLL 24 33.3% 46.0% 47 65.3% 23.4% 0 0.0% 28.2% 1 1.4% 2.4% 
HLL 1 2.1% 30.1% 45 95.7% 65.8% 0 0.0% 1.0% 1 2.1% 3.1% 
LHL 4 5.8% 10.5% 9 13.0% 19.9% 56 81.2% 69.6% 0 0.0% 0.0% 
LLH 8 33.3% 14.8% 13 54.2% 61.4% 0 0.0% 22.4% 3 12.5% 1.3% 
HH  0 0.0% 6.1% 12 100.0% 86.4% 0 0.0% 0.4% 0 0.0% 7.0% 
型比 37 16.5% 20.1% 126 56.3% 45.3% 56 25.0% 32.2% 5 2.2% 2.3% 

4 拍の刺激語は「カリパス・ギャバジン・サスック・シェラプロ・ジ

ャッグル・ジョンシル・スコンチ・スマック・タルカム・チッスン・ノ

ミナル・ハシンク・ブップル・ベールズ・ペプラム・ポセカリ・メルト

ン・リポイド・レガラム・レギンス」の 21 語である。

4 拍語では、『明解ア』に比べて O 型が少なく、 LHL を除けば、すべ

て 1 型が最多になっている。 LHL についても、特殊拍の直前に核がく

る比率が『明解ア』よりも多くなっており、音節構造とアクセント型の

関係が、有意味のものよりも顕著である。

O 型については、個人差が大きく、すべての拍数のすべての音節構造

において 1 語も O 型が出なかったのが 1 名いる。最も O 型の出現が多か

ったのが 90 語中 19 語で、 O 型の出現は、平均で 5.72 語である。

LLLL構造では、なじみのない無意味語であっても、 4 拍外来語の

33.3％の比率で平板型が現れている。 LLLL構造すべて O 型で発音し

たのが 1 名。 HLL構造では 12 名中もっとも O 型の出現した 1 名が「ジ

ャッグル」を O 型で発音しているのみである。このことからも 4 拍語に

ついて、語末構造が軽音節の LLLL型と HLL型とを同質に扱えない
ことがわかる。

HH構造については、すべて 1 型であった。『明解ア』では、 HH構

造のー 2 型には、なじみ度の高い、英語以外の語源の単語があらわれて

いたが、今回の無意味語では、ー 2 型は当然ながら全く現れない。
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5拍 O型 -5型 -4柑 -3型 -2型
O型 明ア 1型 明ア 2型 明ア 3型 明ア 4型 明ア

LLLLL 0 0.0% 3.4% 1 4.3% 6.8% 0 0.0% 15.9% 21 91.3% 71.6% 1 4.3% 2.3% 
LHLJ 0 0.0% 3.2% 0 0.0% 3.2% 21 84.0% 90.3% 4 16.0% 3.2% 0 0.0% 0.0% 
HLLL 0 0.0% 6.9% 7 29.2% 51.7% 0 0.0% 0.0% 4 16.7% 36.2% 13 54.2% 5.2% 
llHL I 1.2% 1.3% 13 15.9% 21.0% 2 2.4% 10 0% 66 80.5% 67.2% 0 0.0% 0.4% 
HHL 0 0.0% 14.0% 14 38.9% 48.5% 0 0.0% 1.5% 22 61.1% 36.0% 0 0.0% 0.0% 
LLLH 2 5.9% 13.8% I 2.9% 12.5% I 2.9% 50.0% 26 76.5% 21.3% 4 11.8% 2.5% 
HLH 7 20.0% 8.8% 22 62.9% 61.8% 0 0.0% 2.9% 5 14.3% 25.0% I 2.9% 1.5% 
LHH I 4 0% 5.3% 0 0.0% 1.3% 24 96.0% 93.3% 0 0.0% 0.0% 0 0.0% 0.0% 
型比 11 3.9% 6.8% 58 20.4% 26.1% 48 16.9% 23.6% 148 52.1% 42.4% 19 6.7% 1.1% 

5 拍の刺激語は「アレゴマレ・オリキッド・カーバイド・ガガイズム・

キスーヤー・グリセイド・クロソイド・ゲッセリー・ケリッチア・コー

テッド・コクテング・サントニン・シノプシス・ジベレトン・シルリン

グ・ソクタイプ・タワレシン・ノスーケル・ハイブラウ・バックラム・

フェロアンス・ユアザロイ・ラトンクス・リクーミー・リプンター・ル

ーフォイル・レカンダー・ログーバル・ログッキー・ロングリン」の 31

語である。

5 拍語については、全体としては、『明解ア』よりもー 3 型への集中が

顕著である。語構造によっては、最多が『明解ア』と傾向の異なるもの

がみられた。 I-{LLL 構造と、 LLLH構造である。 HLLL構造は『明

解ア』が特殊拍の直前にアクセント核の来る 1 型が 5 1. 7％であるのに対

して、今回の刺激語は「ハイブラウ・バックラム」であるが、 4 型 (-2

型）が最多となった。

LLLH構造については、『明解ア』では原語アクセントの影響によ

り 2 型 (-4 型）が 50.0％と多いが、今回のなじみのない語の場合には、

は安定型のー 3 型になるということであろう。

7. おわりに

外来語アクセントについては、「業界用語の一般語化」が進み、外来

語というだけで O 型アクセントに発音する方向に変化するという推測も

ある（上野善道 2002) 。

確かに、未知の外来語は O 型に発音する傾向が見られないわけではな

い。しかし、 6. の結果をみると、外来語が増えて O 型アクセントが急

増することはないとみられる。また、若年期からの英語学習が進んでい

ることを考えると、原語のアクセントの影響がますます強くなり、 4 拍

語までは、 1 型を中心に増加する可能性が大きいのではないかと思われ

る。特殊拍直前にアクセント核の来る型も増加するであろう。 5 拍以上

は、一般語と変わらずにー 3 型が増えると思われる。
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今回は、外来語アクセントの考察のみをおこなったが、他の語種での

音節構造とアクセントの関係については今後の課題としたい。 HLLL

構造でも、外来語では「ソックス・ボックス・ファックス」など 1 型か

O 型になるが、「しつかり・がっちり・ぽっかり・ほっぺた．ちっぽけ・

まっぴら」などでは 3 型になるなど異なる傾向を示すことから、個々の

特徴を明らかにしていきたい。
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